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本論文は ブラジルにおけるバレイショ生産の不安定性について論じたものである 具体的には
年代を対象に ブラジル全体および主要産地であるミナス ジェライス サン パウロ パラナ リオ グ
ランデ ド ス ルの 州における作付面積と価格 生産額 生産量 を用い 価格と作付面積の変動 以下
変動 を描いてバレイショ生産の不安定性を明らかにした
第 に ブラジルにおけるバレイショ生産の概要について歴史的展開を含めて整理した 第 に 年
代におけるバレイショ生産について作付面積 生産量 当たり収量 以下 単収 価格の動向をブラジ
ル全体で整理し その変動を分析した 第 に バレイショの主要産地である上記 州についての生産動向
を同様に整理し 産地の特徴について解明した
結論として 年代のブラジルおけるバレイショ生産は 価格変動が大きいことが明確に認められ 生
産が不安定であることが確認できた また 産地によって価格変動の幅が異なり 地域的特徴があることも
解明された
ブラジル バレイショ生産 作付変動 価格変動 不安定性
さ および価格 軸 と作付面積 軸 として時計回
りの変動を仮定し その変動とは異なる変動とする
ブラジルにおけるバレイショは ヨ ロッパからの移住 以下では まず第 にブラジルにおけるバレイショ生産
者の主食として需要が増大した そして その需要を満た の導入 定着の過程について整理する 第 に 年代
す形で生産が増大し 日系人移住者が生産拡大に大きな役 におけるバレイショ生産の動向について作付面積 生産
割を果たした バレイショ生産の中心的役割を担ったのは 量 単収 価格の概要を取りまとめる 第 に 価格と作
サン パウロ州コチア附近の日系移住者で 彼らを中心に 付面積の変動 以下 変動 に着目して ブラジル全体お
コチア産業組合が組織された いわば 日系人がブラジル よびバレイショの主要産地であるミナス ジェライス サ
農業に貢献する契機となった作物であるといえよう しか ン パウロ パラナ リオ グランデ ド ス ルの 州
し バレイショ生産は投機的であるといわれ 一攫千金の についてもバレイショの生産動向を同様に整理し 生産の





込めず 不安定となるためである と考えられる しか 新大陸発見によってヨ ロッパに導入された その結果
し ブラジルにおけるバレイショ生産の不安定性について ヨ ロッパ とくに北部のコムギ生産限界地域での食料供
実証的研究報告 は存在しない 給に貢献したといわれ 現在でもドイツ ロシアなどでは
そこで 変動をより詳細にするためは長期間にわたって バレイショが主要食料とされている しかし 発見当初の
の分析が必要であると考えるが 本論文ではハイパ イ ブラジルにおいて バレイショはとくに注目される食料で
ンフレ ションの影響を最も強く受け 経営の安定化を目 はなかった
指してバレイショ生産を諦めて成長が期待された花卉生産 ブラジルにおける最初のバレイショ生産は 年代に
などの集約的作物に転換した農場が数多く見られた リオ デ ジャネイロ州で行われたが 病害のために絶え
年代に注目してブラジルにおけるバレイショ生産の不安定 てしまったと言われている バレイショ生産が本格的に注
性について価格と作付面積を中心とする生産動向を通して 目を集めたのは 年の奴隷解放によって労働力が不足












    
 
 
   
    
 
  






   
   
 
 
   
 
    























































// , +1, +2, ,*+*




























れ 生産が奨励されたなどという記録がある また 最 年代は 年代半ばより始まったセラ ド農業開
南端のリオ グランデ ド ス ル州ではドイツ系移住者 発が本格化した時期である その結果 ブラジルの主要な
が自家用としてバレイショを生産していた しかし 当時 農業地帯は従来の南部と東南部から中西部を中心とする新
の生産方法は極めて粗放的かつ自給的で 商品作物として 開地に移行していった この傾向はバレイショ生産につい
の価値は低かった むしろ バレイショ生産者は農民の中 ても同様で 年代半ばからは中西部のマット グロッ
でも落ち零れ者扱いであり 嘲笑されていた それを表わ ソ ド ス ル州での生産が開始され 同じく中西部のゴ
す言葉として バイ プランタ バタタ このバカヤロ イアス州での作付面積が拡大している また この時期は
ウ そんなこというひまがあったら イモでも植えてい ブラジル全体の農業生産も面積拡大による外延的拡大と生
ろ があったほどである 産性向上による内延的拡大の両者が進展した時期であっ
しかし ヨ ロッパからの移住者の多くがサン パウロ た また ブラジル経済はハイパ インフレ ションで
などの都市で生活をはじめ 都市人口が増加すると 彼ら 物価が急激に変化した時代であった
の食文化 食生活に合った食料需要が新たに生まれた す このような背景に立って ブラジルにおける 年代
なわち 従来のブラジルにおける食文化であったフェジョ のバレイショ生産動向をみると 生産額は急増している
ン 豆 マンジョカ キャッサバ トウモロコシ 乾肉 しかし これは先に記した通り当時のハイパ インフ
粗糖を固めたラパズ ラの他に 新たにパン マカロニ レ ションの影響を受けたものである したがって そ
バレイショがヨ ロッパからの移住者によって主食に加え の名目生産額を実質生産額に修正して実質価格を算出
られた さらに プレスハム 腸詰めソ セ ジが好まれ し 年を基準 として 作付面積 価格 生
るようになり 野菜や果実などの新たな需要が生まれた 産量 単収の動向を中心に検討する 表 作付面積は
このような食文化 食生活の変容によってバレイショ生産 年の を最低として平均の上下で約 程度の
の必要性が増大した 増減を繰り返している この動きはほぼ 年周期で繰り返
これに呼応して 日本人移住者がサン パウロ市近郊の されている また 価格は 年を基準 とすると
コチア附近でバレイショの生産を本格的に始めた 日本人 分の から 倍の変動を繰り返している 生産量は
移住者は 肥料 農薬などを投入して生産性を向上させる 年を とすると 年の を最低として 最
と共に 機械化 品質の向上に努めて 従来の粗放的バレ 高は 年の を示している したがって 生産量
イショ生産から集約的生産に移行させ 商品作物としての は全体としては漸増傾向を示しているといえよう 一方
地位を確立していった その中核的役割を果たした組織が 単収は多少の変動はありながらも 年以降は漸増傾向
コチア産業組合 であ を示している これらのことから ブラジル全体のバレイ
る コチア産業組合は当初バレイショの販売と肥料の購入 ショ生産の動向は一定の生産量を維持しながらも 作付面
などを目的として組織された その後 ブラジルの経済成 積が変動し 単収の増加によって生産量は増加傾向にある
長と日本人の農業進出が進展するとともに組織は漸次拡大 といえる
した それに伴って バレイショ生産も拡大し サン パ つぎに 年代のブラジルにおけるバレイショの主要
ウロ州内のバレイショ生産に占める日系人の割合が 産地をみると その中心は東南部のミナス ジェライス州
を占めた時期もあった とサン パウロ州 南部のパラナ州とリオ グランデ
その後 バレイショは日系人以外にも生産が拡大し ド ス ル州であった 図 これら 州のシェアは
年代に日本とブラジルの両国政府が協力して実施し 年の平均で それぞれ作付面積が 生産額と
た農業開発プロジェクトであるセラ ド農業開発 の基 生産量が を占めていた
幹作物の一つに指定された まず これら 州の生産動向について 作付面積をみる
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く 同州がブラジル全体の作付面積に占めるシェアは常時 示しており パラナ州のシェアは リオ グラン
以上であり 高い場合は 越えることもある し デ ド ス ル州は を占めている 図
たがって リオ グランデ ド ス ル州の作付面積がブ このような作付面積と生産量の関係から単収を考慮して
ラジルにおけるバレイショ作付面積の変動に影響を与えて 州別バレイショ生産の特徴を示すと ミナス ジェライス
いると考えられる 他の 州をみると パラナ州はリオ 州とサン パウロ州は単収が高く 集約的であるといえ
グランデ ド ス ル州の増減に対して逆の動きをする傾 る 一方 リオ グランデ ド ス ル州は作付面積が広
向が認められる 一方 サン パウロ州とミナス ジェラ く 単収が低く 粗放的であるといえる また パラナ州
イス州はそれぞれ 未満であり 大きな変動は見られ は両タイプの中間的な産地であると考えられる
ない 図
生産量では サン パウロ州とミナス ジェライス州が
それぞれ のシェアを常時維持している 一方 パ
ラナ州とリオ グランデ ド ス ル州はやや減少傾向を 本論文で前提としている価格と作付面積の関係は 今期
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生産量の価格弾性値 年を基準として 年までの 年間の作付面積と
作付面積の価格弾性値 価格を指数化し 軸を作付面積指数 軸を価格指数と
単収の価格弾性値 した また 座標 の中の数値は それぞれ作付
すなわち 本論文で取り扱うバレイショ生産は 今期の 面積年次と価格年次を表わす
作付面積 が前期の価格 に依存し 生産量 は不安 これらを前提に価格と作付面積の変動を示すと 時計回
定な作況の影響を受けるため この生産量 は前期の価 りの変動となる 図 例えば 年の作付面積と価格
格 に必ずしも依存しているとはいえない これをみる を示す を起点とし 増収を期待して作付けを増
ため 関係式 生産量 作付面積 単収 を変 大させる その結果 作付面積が拡大して に変
化率で表わし 上記の 式が得られる 動する 年の作付面積で生産されたバレイショは作付
この式によって 価格が上昇した場合 作付面積は拡大 け増大によって増産される その結果 価格は低下して
し 生産量も増加するが 作況が撹乱要因となる 具体的 に変動する 年は 価格の低下によって作付
には 作況が良好の場合 今期の単収 は平年単収 よ けが減少する その結果 作付面積が縮小して
り上昇して生産量を増加させる その結果 今期の価格 に変動する 年の作付面積で生産されバレイショは生
の下落幅を拡大させる 逆に 作況が不良の場合 今期の 産量が減少し 価格は上昇して に変動する 以
単収 は平年単収より下降して生産量を平年値より減少 下 こうした変動が繰り返される
させる その結果 今期の価格 の下落幅を縮小させる そこで 価格の変動幅に着目すると から
一方 価格が下落した場合は 前述の説明と逆になる と から の価格変動はと
以後 価格と作付面積の変動が繰り返される これらの もに 分の に から 年は 分の
変動は何れも時計回りの変動が期待される に大暴落している 一方 から
本論文で生産が不安定であると考える変動は価格変動幅 は 倍 から は 倍に暴騰し
が大きい変動であり 基準年と比較して価格が 倍以上 ている すなわち 年間で 回の暴落と 回の暴騰があ
に上昇するケ スあるいは 分の 以下に下落するケ ス り 暴騰と暴落を毎年のように繰り返している
である さらに 時計回りの変動を示していないケ スも存在す
る すなわち から の作付面積の
拡大に対する から の価格の上昇で
ブラジル全体を対象とする変動分析は作付面積と価格を ある この変動は作付面積が拡大したにもかかわらず 価
用いて行う すなわち バレイショ生産は前年度の価格を 格が上昇したケ スである この要因は単収の減少によっ
参考に作付面積が決まり さらに作柄の影響を受けて生産 て期待通りにバレイショが増産されず 前年の生産量を下
量が決定される そして その年の需給バランスで価格が 回ったことによって引き起こされたものである その要因










     
  
 
   
    
     	  
     
  
   
       
      
  
       
 
       
           
        
        




       




























































2, 2, 2. 2- 2. 2.
, + 21 20 21 21 -
+ 2- 2, 2- 2-
+ 1 20 2/ 20 20 , 2
+ / 1 - ,
, +
2/ 2/ 20 2/








ド ス ル州での減産が著しく 価格の上昇を招いたと考 への変動が価格の低下を示していることである
えられる この年のブラジルにおける総減産量は その要因は ミナス ジェライス州の単収が 程度増




ブラジル全体における逆回りの変動 から へと価格が上昇したことである これはブラジル
は パラナ州とリオ グランデ ド ス ル州で 全体でもみられた変動である その要因は リオ グラン
の減産が影響していることが明らかとなった そこで 主 デ ド ス ルおよびパラナ両州での著しい不作によるも
要産地であるミナス ジェライス サン パウロ パラナ のであるといえよう
リオ グランデ ド ス ルの 州の変動についてそれ 一方 生産量 作付面積 価格の変動係数を見ると ブ
ぞれ解析を行って 産地の実態と特徴について実証的な検 ラジル全体に比較して 生産量は相対的に高い値を示して
討を試みる いるが 変動係数は全体の に対して と高い こ
ミナス ジェライス州 の傾向は作付面積でもほぼ同様である 表 しかし
ミナス ジェライス州はブラジル東南部の北に位置し 単収の影響を受けた変動と考えられる
バレイショ生産は生産量で全体の を占め サ ミナス ジェライス州での変動をみると 価格変動幅も
ン パウロ州とともに主要生産地である しかし 作付面 大きく 暴騰と暴落をほぼ毎年繰り返している したがっ
積は に満たない割合であり 単収が高い産地である て ミナス ジェライスでのバレイショ生産は不安定であ
ミナス ジェライス州の価格と作付面積の変動について るといえる
まず価格変動幅をみると ブラジル全体の変動とほぼ同様 サン パウロ州
に から と から サン パウロ州は東南部の南に位置し ブラジルの農業
の価格変動はともに 分の に から の中心地である バレイショ生産は を占める生
年は 分の に暴落している 一方 産地であるが 作付面積では 程度である
から は 倍 から サン パウロ州におけるバレイショ生産の変動について
は 倍に暴騰している すなわち 年間で 回の暴落と 価格の変動幅をみると 回ずつの暴騰と暴落が認められ
回の暴騰があり 暴騰と暴落を毎年のように繰り返して る 図 すなわち から は 分
いる 図 の から は 分の に価格が暴
一方 ブラジル全体では 回しかみられなかった逆回り 落している また 価格の暴騰は から
の変動がやや多く認められる 最初は から では約 倍に から では
への作付面積の縮小に対して から 倍にそれぞれ暴騰している さらに から
図
主要産地における変動分析
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および から の 年間を への作付面積の拡大に対する から
通すと 価格は 分の となっており 大きな変動はほぼ への価格の上昇の ヶ所である
毎年発生している まず から への価格の低下に対
一方 逆回りの変動も認められる すなわち して から への作付面積の拡大は
から への価格の低下に対して から サン パウロ州の価格が 低下したが ブラジル全体
への作付面積の拡大 から では変化がなかった そのため 所得増加を目的に作付面
への価格の上昇に対して から 積を拡大したと考えられる
への作付面積の縮小 作付面積の縮小に対する から への作付面積の縮小の要因
から への価格の低下 また から は 年の単収の低下によって生産者の意欲が低下し
図
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作付けを減少したことで作付面積が縮小したと考えられ サン パウロ州の変動係数をみると 生産量 作付面積
る つまり 前年の単収が サン パウロ州では 減少 ともにブラジル全体の値とほぼ同じである 表 しか
し 生産意欲が低下したのである から し 単収の値は低く 単収は最も安定している また 価
への価格の低下はサン パウロ州はじめ 各州の単収 格も安定している
の増大による生産量の増加によるものである 年と 以上のことから サン パウロ州の価格と作付面積の変
年のブラジル全体の総生産量を比較しても 動をみると ほぼ毎年価格の暴騰と暴落を繰り返し 複雑
の増加である から への価格の上 な変化を示している このように サン パウロ州におけ
昇は ブラジル全体でもみられた変動である その要因は るバレイショ生産は他の地域に比較して安定性は認められ
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州別作付面積 生産量 単位収量 単価の変動係数 年
パラナ州はサン パウロ州の南 南部の北端に位置して に比較して と最も高く 激しく変化している
いる 恵まれた土壌によってサン パウロ州と並ぶ農業地 同様に作付面積の係数も全体の に比較して と
帯である パラナ州におけるバレイショ生産は作付面積 高い 一方 単収の値は低く 生産量は作付面積の影響を
生産量ともに全体の を占める 受けている また 価格は全体の に比較すると
パラナ州におけるバレイショ生産の価格と作付面積の変 で最も高い 表
動について価格変動をみると 回ずつの暴騰と暴落が認 以上のことから パラナ州では 年と 年の連続
められる 図 すなわち から 価格の低下など ブラジル全体 ミナス ジェライス州
の 分の と から は 分の に価 サン パウロ州では見られなった変動が確認された ま
格がそれぞれ暴落している また 価格の暴騰は た 全体として価格は暴騰と暴落を繰り返し 価格と作付
から では 倍にと から 面積の変動は複雑な変化が目立つが 作付けとの関連で生
では 倍にそれぞれ暴騰している さらに 産量が変動しているといえた したがって パラナ州にお
から から けるバレイショ生産は不安定であるいといえよう
の 年間を通すと 価格は 分の 以下となっており 大 リオ グランデ ド ス ル州
きな変動はほぼ毎年発生している リオ グランデ ド ス ル州はブラジル最南端に位置
一方 逆回りの変動は から へ し ドイツ系移住者が多い州である いわば ブラジルで
の価格の上昇に対する から への作 バレイショ生産が再スタ トした州であるとも言える こ
付面積の縮小 それに対する から こでの生産量は の間を推移している 一方 作
への価格の低下 から への作付面 付面積は から にやや下降傾向を示している
積の縮小に対する から への価格の リオ グランデ ド ス ル州におけるバレイショ生産
低下 それに対する から への作付 の変動について価格変動をみると 暴騰が 回 暴落が
面積の拡大 さらにそれに対する から 回認められる 図 すなわち から
への価格の上昇である から から
まず から への作付面積の縮小 は 分の と から は 分の
の要因は 年作の単収の下落による生産量の減少に に価格がそれぞれ暴落している 一方 価格の暴騰は
よって 作付面積が縮小したと考えられる とくに同年は から では 倍に から
リオ グランデ ド ス ル州以外の生産量は大幅減少 では 倍にそれぞれ上昇している このよう
で ブラジル全体ではおよそ の減産であった に 年の 年間で 回の暴騰と暴落を繰り返し
から への価格の低下はパラナ州での 価格は極めて不安定であるといえる
単収の増加によって引き起こされたといえる 一方 逆回りの変動は から へ
から への価格の低下は 年 の価格の上昇に対する から への作
は不作の年であり 本来は価格の大幅上昇が期待できる 付面積の縮小 それに対する から
しかし パラナ州の単収は微増傾向を示した上に 品質が への価格の低下 から への作付面
低下したためと考えられる それは 同年のミナス ジェ 積の不変 それに対する から への
ライスおよびサン パウロ両州の価格が上昇していること 価格の上昇 から への作付面積の
から推察される 縮小に対する から への価格の低下
から への作付面積の拡大は 年 それに対する から への作付面積の
連続の価格低迷への反動から生産者が再起をかけて作付け 拡大 それに対する から への価格の
を増やしたことが作付面積の拡大になったと考えられる 上昇 それに対する から への作付
から への価格の上昇は同年パラナ 面積の縮小 それに対する から へ
州の作付面積は増加したが 単収が 以上低下したこ の価格の低下である
とによって生産量が減少したことによる この減産は 全 まず から への価格の上昇に対
国的な価格上昇をもたらした する から への作付面積の縮小はブ
パラナ州における生産量の変動係数はブラジル全体の ラジル全体の価格変動が小さかった 表 および図 参
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得率は であり 価格が 以上下降す
ると 赤字に転ずる 年当時のブラジルのおけるバレ
照 そのため 次年度の面積を縮小させたと考えられる 繰り返している さらに 生産量 作付面積の変動も激し
から は作付面積が減少したが そ い したがって リオグランデドス ル州のバレイショ生
れに対して から は価格が低下して 産は不安定であるといえよう
いる その要因は他州との関係で リオ グランデ ド
ス ルを除く主要 州の生産量が増加しており 他州の影
響を受けて価格の低下となった 南米アンデス原産のバレイショは ヨ ロッパからの移
しかし その直後の から の変動 住者によって逆輸入される形でブラジルに導入された そ
は価格低下の影響を受けて作付面積は減少するはずである して バレイショ生産の定着過程で日本人移住者がそれに
が ほぼ横ばい状況を示している それは主要産地である 大きく関与し ブラジル農業に大きく貢献したコチア産業
ミナス ジェライスおよびサン パウロの両州の単収が上 組合が育った しかし バレイショは主食としての地位を
昇しており リオ グランデ ド ス ルの生産者は作付 得ながら 生産の不安定性が継続されてきたといわれてい
けの増大を控えた結果 作付面積は横ばいになったと考え た 本論文は 年代を対象に生産動向を整理しつつ
られる しかし から では価格が 価格と作付面積の変動を中心に バレイショ生産の不安定
上昇している これは 年に単収が増加し 生産量は増 性について検証を試みた
加したが 他の産地での生産量が減少したことによって価 その結果 ブラジル全体の価格変動幅は約 倍で ほぼ
格が上昇したものである ここでも 他州の生産量によっ 毎年大きく変動し 変動係数も から と高いことが
て価格が影響を受けている その後の から 明らかとなった このような急激な価格変動は生産者に
までは価格の上昇に対して作付面積の拡大 作付 とって極めて高いリスクを負担することであり 投機的生
面積の拡大による価格の低下 価格の低下による作付けの 産が行われていたことを示すものといえる その背景には
減少によって作付面積の縮小という時計回りの変動を繰り 生産者の投機的行動 価格弾力性が低いことなどがあると
返す 考えられる
から への作付面積の縮小に対し この傾向は主要な生産地であるミナス ジェライス サ
て から は価格が低下している そ ン パウロ パラナ リオ グランデ ド ス ルの 州
の要因は 年が不作の年であり リオ グランデ でも同様であった しかし 州を個別にみると ミナス
ド ス ル州では単収が低下し さらに品質の低下をパラ ジェライス州は単収の変動が大きい一方 サン パウロ州
ナ州同様併発して価格が低下したと考えられる は比較的安定している しかし パラナ州やリオ グラン
から は作付面積が横ばい傾向を デ ド ス ル州では価格変動幅が大きく 作付面積の変
示す それは生産量の減少と価格の低下の要素が相互に関 動による生産量の変化が激しいことなど 産地によって生
連して作付けの増大を抑制したため 作付面積が横ばいに 産の不安定性の質的相違が明らかとなった
なったと考えられる しかし から 以上のことから ブラジルにおける 年代のバレイ
は価格の上昇を示す その要因は 年が全国的な不作 ショ生産について価格と作付面積の変動を中心に分析する
年であり リオ グランデ ド ス ル州はその影響を強 と 年を基準とした値では から 前後と判断さ
く受け 生産量は の減産となった この減産の影 れる価格変動が認められて 不安定性が確認できた さら
響を受けた価格の上昇と考えられる に 価格変動の大きさは産地によって異なり その要因に
から は価格の上昇にもかかわら ついての分析は今後の課題であるが 産地の特性を把握で
ず作付面積が縮小した その要因は 同州の農民が当該年 きた
の単収の低下を勘案したこと さらにミナス ジェライス 残された課題としては 価格変動の要因解明に加え
州 サン パウロ州の生産量が増大していることを考慮し て 年代 年代以降など長期間にわたる
た結果 作付面積が縮小したと考えられる 他の年代についての同様の分析 単収の変動要因 産地
から への変動は作付面積が縮小 間の相互関連性などがある
したが 価格が低下した その要因は 単収の増加による
生産量の増加であった から への
作付面積の拡大は価格の低下ではあったが 前 年規模へ
の修正であると考えられる その結果 生産量 単収とも
に増加した




リオ グランデ ド ス ル州の価格と作付面積の変動
について分析してきたが 価格の変動幅は 年を
として と 倍以上であり 毎年暴騰と暴落を
脚注および注
ま と め
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ブラジルにおけるバレイショ生産の不安定性
イショ生産者からの聞き取りでは所得率は 前後で 上記のように ここでは不確定要因となる単収 が含ま
を越える価格の乱高下で一喜一憂していたとのことで れるため 一般的な変動の需給曲線の傾きによる説明 循
あった 環変動 拡散変動 収束変動 とは異なる
注 ポルトガル人以外の集団的移住者は 年にスイス人が
リオ デ ジャネイロ州に導入されたことが最初で その
後ドイツ人 年 イタリア人 年 が入植を開始
した
注 文献 資料 参照 各号




とである この計画は 年代末から開始され 日本の協 アンドウゼンパチ編著 コチア産業組合 コチア産業組合
力援助も行われた 年の歩み 年
注 年代はインフレが激しく ハイパ インフレ ショ 池田重一著 サン パウロ市および近郊邦人発達史 日伯
ンの時代で 年 月のクルザ ド プランから 文化出版 年
年 月のレアル プラン発足までの 年間に 回のデノミ 社 外務省領事移住部編 ブラジル社会に対する日系人の
が行われた その間の切り下げ幅は 兆 億分の で 役割と貢献 年
あった 社 国際農林業協力協会 海外農業開発調査研究国別研究
注 インフレ率は文献 資料 デ タを用いて実質値をもと シリ ズ ブラジルの農業 現状と開発の課題 改訂版
に算出 年
注 農家の行動は前期の価格 に依存して 今期の作付面積 コチア産業組合中央会刊行委員会編 コチア産業組合中央
を決定する 一方 今期の生産量 は今期の作付面積 会 年の歩み コチア産業組合中央会 年
と今期の単収 で決定される しかし 今期の単収 ナザレ入植五十周年ナザレ文化協会創立二十周年記念刊行
は自然条件のなどの影響を受けて不安定である そのため 誌刊行委員会編 ナザレ五十年史 ナザレ文化協会
今期の生産量 も不安定になる この不安定な今期の生産 年





    


    

   
    










   




























IBGE Anuario Estatistico do Brasil , , , ,
, , , , , , , , , ,
pp. ,
pp. Luis Carlos Bresser-Pereiva BRASIL’S INFRETION
p. AND CRUZADO PLAN, - http : //www.
brasserpereira. org. br. / papers / / TwoBrasilian













+ +31/ +310 +311 +312
+313 +32* +32+ +32, +32- +32. +32/ +320 +321 +322
































(Received December , /Accepted June , )
* Department of International Agricultural Development, Faculty of International Agriculture and Food Studies, Tokyo
University of Agriculture
ISUI ORIUCHI
: This study analyzed an instability of potato production in Brazil focusing on the ﬂuctua-
tion of price and planted area to the ’s, using statistical data on planted area, production quantity,
yield and price(production value / production quantity) of four states, Minas Gerais, San Paulo, Prana
and Rio Grande do Sul.
The purpose of this study is ( ) to survey the historical development of potato production in
Brazil, ( ) to analyze the progress of potato production using the data of planted area, production
quantity, yield and price, focusing on the ﬂuctuation of price and planted area in the ’s and ( ) to
apply the same method to four states, Minas Gerais, San Paulo, Parana and Rio Grande do Sul.
The results of this study are summarized as follows ;
The potato production in Brazil during the ’s experienced severe ﬂuctuation of price and
planted area. Potato production in Brazil during the ’s was shown to be very unstable.
: Brazil, Potato Production, Fluctuation of price and planted area, Price ﬂuctuation, Insta-
bility
Focusing on the Fluctuation of Price and Planted Area
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